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今号のTechno�Scopeでは「広がるカメラの用途と可能性」
ということで、最近、どこにいっても見かけることが増えたセ
キュリティカメラの話ではなく、鉄鋼生産における活用や安全
に関わるところにも使われている記事が掲載されている。
これらのカメラは、ただただ人の目の代わりとなって何かを

見ているだけではない。AIと組み合わせて活用することによ
り、生産ラインで起きている不具合を検知したうえで、自動的
に修正できる段階にたどり着きつつあるとのこと。
ジョージ・オーウェルの小説「1984年」にはテレスクリーン

と呼ばれる、情報を伝えるだけでなく、それを見ている人々の
映像と音声も逆に送信されてしまうテレビと監視カメラが一緒
になったような装置が登場する。このようなカメラの活用は
人々の幸福には少しも役に立たないが、現代の工場にあるカメ
ラとAIの組み合わせは、生産する製品の品質を上げ、人々の
作業負担を軽減し、より安全な職場へと変化させてくれる。
今後もこんな風に発展してほしいと願いながら今号をお送り

している。
� （S.�N.）
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